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最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20年 5月12日の決算発表時に公表した通期業績予想を

下記のとおり修正いたします。
    　　　　　記

１．21年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 20年 4月 1日 ～ 平成 21年 3月 31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ)
（平成 20年 5月12日 発表）

49,460 2,370 2,240 1,300 15.25

今回修正予想(Ｂ) 47,450 1,430 1,250 620 7.27

増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,010 △ 940 △ 990 △ 680

増減率（％） △ 4.1 △ 39.7 △ 44.2 △ 52.3

　（ご参考）
　前期実績（平成20年 3月期） 51,321 3,848 3,602 2,357 27.64

２．21年 3月期個別通期業績予想数値の修正（平成 20年 4月 1日 ～ 平成 21年 3月 31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ)
（平成 20年 5月12日 発表）

44,050 1,280 1,640 1,060 12.43

今回修正予想(Ｂ) 41,650 290 670 400 4.69

増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,400 △ 990 △ 970 △ 660

増減率（％） △ 5.4 △ 77.3 △ 59.1 △ 62.3

　（ご参考）
　前期実績（平成20年 3月期） 46,866 2,800 2,988 1,988 23.32

３．理　　由

　　通期業績予想の修正に関するお知らせ

【連結】
売上高は、船舶港湾機器が堅調に推移し、流体機器もほぼ予想通りとなりますが、油空圧機器が世界
的な景気後退に伴う需要減速の影響を受けること、防衛・通信機器では高速無線アクセス市場が当初
の予想通りに立ち上がらないことにより、全体として当初の連結業績予想を下回ることが見込まれま
す。利益につきましては、売上高の減少に加え、船舶港湾機器、油空圧機器において円高や材料費上
昇等の影響による原価率の悪化等により、営業利益、経常利益、当期純利益ともに減少する見込みで
あります。

【個別】
売上高及び利益の修正につきましては連結業績の理由と同様であります。

（注）業績予想につきましては現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は
      今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性がありますので予めご承知願います。


